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アリヤーに対する
神 の御心

エベネゼル緊急基金・ユダヤ人の帰還を助けるクリスチャンの団体

それゆえ言え。『神である主はこう仰せられる。
わたしはあなたがたを、国々の民のうちから集
め、あなたがたが散らされていた国々からあ
なたがたを連れ戻し、イスラエルの地をあな
たがたに与える。』（エゼキエル書11章17節 ）

エベネゼル・出エジプト作戦



私達は神のみこころについて多くを知って
います。なぜなら、多くの聖書の箇所で、神
ご自身がみこころを語ってくださっているか
らです。そして、アリヤーに関しては、多くの
聖書箇所で、ユダヤ人がイスラエルへ帰還
することについて語られています。

私のイスラエルとの関わりは、１９７４年
に、神様がご自身の恵みによって、旧ソ連の
崩壊とユダヤ人達が飛行機や船に乗ってイ
スラエルへ帰還するという幻を見せていただ
いたことから始まりました。その後、主に導か
れて、私はその年旧ソ連に行き、ユダヤ人達
に彼らが出エジプトすることについて語りま
した。

「見よ。わたしは、わたしの怒りと、憤りと、激
怒とをもって散らしたすべての国々から彼ら
を集め、この所に帰らせ、安らかに住まわせ
る。彼らはわたしの民となり、わたしは彼らの
神となる。わたしは、いつもわたしを恐れさ
せるため、彼らと彼らの後の子らの幸福のた
めに、彼らに一つの心と一つの道を与え、わ
たしが彼らから離れず、彼らを幸福にするた
め、彼らととこしえの契約を結ぶ。わたしは、
彼らがわたしから去らないようにわたしに対
する恐れを彼らの心に与える。わたしは彼ら

を幸福にして、彼らをわたしの喜びとし、真実
をもって、心を尽くし思いを尽くして、彼らをこ
の国に植えよう。」まことに、主はこう仰せられ
る。「わたしがこの大きなわざわいをみな、こ
の民にもたらしたように、わたしが彼らに語
っている幸福もみな、わたしが彼らにもたら
す。」　エレミヤ書32：37－42

この６節の中で、１１回に渡って神様はアリ
ヤーについてのみこころを宣言しています。
神様はそのことを、「心を尽くして思いを尽く
して」行われるのです。聖書の中でも、神様が
何かを、「心を尽くして思いを尽くして」行わ
れると書いてあるのは、この箇所だけです。そ
して、その何かがアリヤーなのです。これはと
ても深い意味を持つことなのです。

１９８２年に、奇跡的な方法で、私はエルサ
レムで、グスタフ・シェラー氏に出会いまし
た。１９９１年１月にエルサレムで行われ
た国際祈りの大会において、神様はグスタフ
に、エベネゼル出エジプト作戦を始めるよう
に語られたので、現在エベネゼルの働きが存
在するのです。神の恵みによって、神様はエ
ベネゼルを用いて、１５万人以上のユダヤ人
がイスラエルへ帰還する支援をさせてくださ
ったのです。

アリヤーに対する
神のみこころ 

スティーブ・ライトル
STEVE LIGHTLE

国際スピーカー＆著者

写真
左：スティーブが、出エジプ
ト作戦の初期に、イスラエル
へのオリムを歓迎するところ

右：１９９１年1月、エルサ
レムにおける国際祈りの大
会にて、湾岸戦争の最中、出
エジプト作戦は誕生しまし
た

国 際
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祈りを通して、神様は私達に何をするべきか
を語ってくださいます。エベネゼルの働きは
祈りのうちに生まれました。そして、祈りによ
ってのみ成功することができるのです。私自
身について言えば、祈りを通してでなければ

昨年私は、１６か国においてアリヤーについ
て語りました。そして、２０１７年は、さらに
忙しくなりそうです。主は私達がさらに多くの
ユダヤ人のイスラエル帰還を支援するよう
に、私達を整えておられるのを感じます。神
様は、ユダヤ人の帰還のために預言的な鐘
を鳴らしておられます。それは、さらに大いな
る帰還であるメシヤの再臨です。（エレミヤ23
：3－8）

イザヤとエレミヤとエゼキエルが語っている
ユダヤ人の帰還が今日起こっています。そし
て神様は、私達にちょうどこの時代に生きる
ように召してくださったのです。イスラエルが
したように、この招きを逃さないようにしまし
ょう。「それはおまえが、神の訪れの時を知ら
なかったからだ。」（ルカ19：44）私が祈ること
は、私達の応答が次のようであることです。「
異邦人の中にあって、りっぱにふるまいなさ
い。そうすれば、彼らは、何かのことであなた
がたを悪人呼ばわりしていても、あなたがた
のそのりっぱな行ないを見て、おとずれの日
に神をほめたたえるようになります。」（Iペテ
ロ2：12）

私達ができることは三つあります。

祈る　祈る　祈ること。

私は何も知ることができません。そして主の
声を聞くことによって、私は導きを受け取り、
何をすべきかを知ることができるのです。な
ぜなら、イェシュアから離れては私は何をす
ることもできません。（ヨハネ15：19）イェシュ
アは父がしておられることを見て行なう以外
には、自分からは何事も行なうことができま
せん。（ヨハネ5：19）そして、イェシュアは、た
だ父が教えられたとおりのことを語られるの
です。（ヨハネ8：28）私達も同じでありますよ
うに！

何度も人々が私に言ったことは、神様が私
に与えてくださった 幻 が 実 現して、１ ３ ０
万人以上ものユダヤ人達が旧ソ連からイス
ラエルへ帰還するのを見ることができたこ
とは祝福に違いない、ということでした。確
かに私は非常に感謝しています。しかし、私
がさらに祝福されているのは、ひとり子の
再臨のために、私の天の父と協力すること
ができるということです。神様はユダヤ人の
帰還に対するみことばを成就しています。
もしそうでなければ、異邦人には望みがな
いのです。しかし、神様はそれをなしておら
れます。神様は、「心を尽くして思いを尽くし
て」アリヤーをなされると約束されました。 
私達はどうでしょうか？

写真
左：スティーブがインドで語
っているところ

右：若いユダヤ人達がイス
ラエルへ到着したところ。

アリヤー(Aliyah)：
ユダヤ人が約束の地、イスラエ
ルに帰還することを意味します。

ユダヤ機関(Jewish Agency)：
1929年 C.ワイズマンによって創
設され，エルサレムに本部をも
つユダヤ人の国際的機関。パレ
スチナにユダヤ人の本拠を設け
るというシオニストの計画の対
外機関。パレスチナへのユダヤ
移民の監督，ユダヤ系経済組織
の確立などに努める。

オリム(Olim)：
イスラエルに帰還するユダヤ人

用語解説
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ロシアの最北東に位置するマガダンは、恐
るべき気候の最果ての町です。この地で、
私達はセルゲイとその妻エレナに出会い
ました。彼らは、ハバロフスクまでイスラエ
ル領事に会いにわざわざ行きましたが、彼
らのアリヤーの申請が却下された時がっ
かりしました。

彼らは、最近結婚したばかりでした。領事の
規則によれば、新婚夫婦の場合はアリヤー
の申請まで結婚後1年待っつ必要がありま
す。また、セルゲイのユダヤ人であることを
証明する書類が不足していました。

しかし、この夫婦は失望には屈せず、適切な
書類を探し続けました。セルゲイは船長をし
ているので、自分が行きたい場所に行くた
めに、必要な手続きをやりつづけることに
慣れていました。だから、彼は約束の地に至
るために必要なことは何でもする決意があ
りました。これは、他の人たちにとって見習
うべきすばらしい模範でした。

障害を乗り越える支援をする中で、彼らのた
めの祈りを要請しました。彼らがもう一度領
事との面接を受けるためにハバロフスクに

行かなければならなかったので、エベネゼ
ルはそのための交通費や宿泊代などの支援
をしました。今回は、彼らは大喜びで戻って
きました。彼らのイスラエルビザが下りたの
です！そして、彼らは昨年９月末にアリヤー
しました。そして、セルゲイが船長の仕事を
再開することができるように、ハイファ港に
住むことを計画しています。

彼らがテルアビブへの飛行機に乗っている
と、あるシングルマザーとその子どもがいま
した。それで、彼らの荷物の超過料金をエベ
ネゼルが支払うことにしました。すると、その
支払いの場所で、私達は彼女になぜイスラ
エルへ行くのですか、と聞きました。すると、
彼女は、ある朝目覚めた時に、自分がアリヤ
ーしなければならないということを理解した
ので、準備を始めたというのです。そのよう
なシンプルなことであったのです。

何という信仰の一歩でしょう！彼女は、自分
の両親も友人からも離れて、イスラエルへ行
き新しい生活を始めることを決意したので
す。このことから、神の民は、たとえ誰から何
も言われていなかったとしても、神からの帰
還の召しへの語りかけを聞くことができるの
だとわかりました。ハレルヤ！

船長が約束の地に至る

コンスタンチン＆アリオナ
CONSTANTIN & ALYONA

ハバロフスク　リーダー

写真：
セルゲイとエレナ：
ハイファ港を新しい住まい
とすることをとても喜んでい
ます

ロシア極東
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２０１６年の中頃に、私達はイスラエルに
在 住 する四 人 の 姉 妹 から連 絡を受 けまし
た。それは、ハバロフスクに住む五番目の姉
妹のディナの帰還の支援を求めるものでし
た。

この四人の姉妹は、１９９０年代後半にアリ
ヤーしましたが、ディナとその夫は当時興味を
示しませんでした。そしてさらに状況を複雑に
したことに、ディナが２０１６年前半に心筋
梗塞を患い、左半身麻痺となったのです。その
ような彼女がアリヤーすることはチャレンジ
でしたが、神は私達とともにいてくださり、私
達は、神様がディナのイスラエル帰還を望ん
でおられることを信じました。

ディナが寝たきりの状態だったので、彼女は
飛行機で３つの座席が必要でした。エベネゼ
ルは、彼女の医療費やイスラエル領事館への
交通費なども支援することができました。

航空費用は、エベネゼルとハバロフスクにある
「命の川教会」で半分ずつ支援することにな
り、ディナは、昨年１２月にアリヤーを遂げま
した！そしてイスラエルに到着してすぐに、よ
い治療を受けることができたのです。私達は、
彼女がイスラエルにおいて再び歩くことがで
きるようになり、生活を楽しむことができるよ
うになることをお祈りしています。

イスラエルで家族が集まる
ジョージとガブリエラと二人の娘がイスラ
エルへ帰還しました。彼らは、私達が支援し
た大家族の一部でした。

この夫婦の１７歳の息子は、モルドバで学位
を取得するために残り、2年後に合流すること
になっています。

私達は、ジョージの兄と姉、そして彼らの家族
がアリヤーするのを支援してきました。ジョー
ジの甥はナーレプログラムで勉強するため
にイスラエルへ行きました。その後彼の両親
が彼に続いて帰還しました。ジョージにはこ
のようにすでに親戚がイスラエルへ帰還して
いました。そして、ジョージとその家族は、大
きな歓迎会を楽しみに、昨年１０月にイスラ
エルへ帰還しました。

エベネゼルは、彼らのパスポート取得や領事
館面接、また書類の届け出などの支援をする

ことができ、本当に感謝しています。

コンスタンチン＆アリオナ
CONSTANTIN & ALYONA
ハバロフスク　リーダー

パベル＆リナ
PAVEL & LINA
モルドバリーダー

写真
ディナ（車椅子と担架に乗っ
ている）はイスラエルでよい
ケアを受けています

写真：
ジョージとその家族には、イ
スラエルでの親戚との再会
が待っていました

モルドバ

ロシア極東

ディナが故郷へ帰る
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時々ロシアのエベネゼルチームは、生活の
必需品さえも十分ない子供たちに出会うこ
とがあります。

それは、イワノボという町で私達が出会った9
人家族でした。エベネゼルの地域代表のアナ
が、その家族の男の子二人が、暖かいジャケ
ットも冬のブーツも持っていないことを知り
ました。その上、子供たちの一人が背骨の問
題があり、特別な整形外科の枕を必要として
いたのです。

父親のイゴルが失業したため、この家族に
は、一切収入源が途絶えてしまっていました。
しかし、彼が働いていた時でさえ、彼の収入
はあまりにも乏しかったため、食料さえも十
分買うことができない状態でした。エベネゼ
ルは、この家族に食料などの必需品を買うた
めの経済支援をすることができました。

アナは、その少し後にこの家族に会いに行っ
てきました。そして、子供たちのうれしそうな
顔を見て喜びました。子供達の一人が彼女に
自分の新しい服を見せてくれました。アナは、

彼らにアリヤーすることを真剣に考えるよう励
ましました。そして、アリヤーのための書類を整
えたり、イスラエル領事館に面接に行くための
支援をすることを約束しました。

救出へ

複雑な問題を乗り越える
バレリアの姉のイリナは、スベトロボドスク
の町で両親と住んでいました。彼女の親戚
はイスラエルに住んでいました。彼女は、前
回イスラエルへ行って帰ってから、自分の家
族もアリヤーするべきだと確信しました。

それで、彼女はその気持ちをバレリアに分か
ち合いました。バレリアと彼女の夫は一生懸
命働いていましたが、収入はわずかで生活は
とても苦しいものでした。それで、彼らもイス
ラエルでの新しい生活はやってみる価値があ
ると心に決めました。そしてバレリアの母も申
請する決心をしたのです。

しかし、約束の地への道のりは楽なものでは
ありませんでした。イリナのアフリカ人の夫は
いなくなってから長いですが、アリヤーするた
めに彼の息子に許可が必要でした。また、イリ
ナとバレリアの母親は気が変わり、家族の墓
地の近くに住み続けたいと言いました。

必要な許可を得て、母親にイスラエルへ行く
のは良い事だと説得した後、その二人の姉妹
は一年以上かかって書類の手続きを終えて、
遂に家族はアリヤーすることができたのです！

エリヤ・バシュコーバ
ELYA VASYUKOVA

モスクワ支部リーダー

タティアナ
TATIANA

ウクライナ地域代表

写真：
エベネゼルは、この困窮した
家族に支援と希望を与える
ことができました

写真：
バレリやと夫のビタリーと
息子のキリル

ロ シ ア

ウクライナ
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アンジェリーナはまだ２０歳でしたが、アリ
ヤーに対する強い理解と召しをもっていま
した。それは、彼女の曽祖父や叔父が何年
も前に反ユダヤ主義の迫害にあって殺され
ていたことによる影響でもありました。彼女
は自分の人生で決して同じようなことを体
験したくはなかったのです。 

彼女はとても勇気ある女性でした。なぜなら、
彼女の両親、祖父母を含む親戚はみなユダヤ
人でしたが、その中でだれも彼女と一緒に帰
還しようとは思わなかったからです。それで彼
らはノボシビルスクに在留しています。彼女は
家族の中で初めてのアリヤーとなりました。私
達は彼女がイスラエルで豊かに祝福されるこ
とを信じております。若い人にとって、イスラエ
ルという約束の地で、人生の新しい出発を始
めるということはすばらしいことです。

他にも私達が最近支援した夫婦は、対照的
に、家族の中で最後にアリヤーする人たちで
した。アンナとボリスはすでに娘と孫がイスラ
エルに住んでいます。ですから、アンナは長い

間アリヤーをして彼らに合流したいと願い続
けてきました。しかし、ボリスはその決断をす
る心の準備が全くできていなかったのです。

その後何年も経ちましたが、アンナはいつの
日か約束の地に住むという望みを決して捨て
ませんでした。彼女は会堂へ行き、アリヤーし
たいという心の願いについて祈りました。彼女
は地中海の海岸沿いを散歩し、木陰で休みた
いと願い続けたのです。それは彼女の召しで
したが、ボリスはいつも何らかの理由を見つ
けては、ブレーキをかけてきたのです。

ところがある日、アンナは忠実に祈り続けてき
た祈りが答えられるのを見ました。ボリスが遂
に帰還することに同意したのです！彼らはその
後書類を用意して、アリヤーするための申請を
しました。そして、イスラエル領事からビザを
取得しました。彼らが帰還の飛行機に乗る一
日前に私達は彼らに会いました。２０年もの
間待ち望んできた日がやってきたのです。アン
ナは、イスラエルで家族と再会することを本当
に喜んでいました。私達もともに喜びました。

最初と最後の者たち

イリナ
IRINA
ハバロフスク支部
アドミニストレーター

写真：
夢が叶う
アンナとボリス

ロ シ ア
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カリーナとその二人の子供達は期待と夢に
満たされて、イスラエルへの帰還を果たしま
した。二人の子供を持つ母親にとって生活
は大変なものでした。ガンを患っていた二人
の両親の世話を、彼らが何年か前に亡くなる
まで続けなければなりませんでした。そのこ
とによって彼女の結婚も崩壊してしまいまし
た。そして家族を離れて、夫は一人でイスラ
エルへ帰還したのです。

カリーナはエベネゼルのことを知り、ブエノスア
イレスにある私達のエベネゼル支部に連絡を
してきました。アルゼンチンにおける反ユダヤ
主義のために、彼女はあまり私達をも信用して
いないようでした。しかし、私達と会って話をす
るうちに、彼女はだんだんと私達を信頼するよ
うになりました。

今日、彼女と子供たちはよりよい将来以上のも
のを持っています。彼らが約束の地へ帰還する
ことによって、夫と和解することができ、もう一
度家族が一つとされたからです。

エベネゼルのために祈り、経済的な支援をし
てくださって本当に感謝いたします。

アリヤーによって一つとされる

助けを求める叫び
私達の娘は昨年の７月に亡くなりました。娘
を失った大きな悲しみゆえに、妻のディオネ
と私は彼女のいない生活に適応していく助
けとなるように、旅行をすることにしました。
そして、私達は旅行から家に帰る途中で電
話を受けました。それは、アリヤーするユダ
ヤ人の家族の助けをしてほしいというもの
でした。

彼らは非常に困窮しており、パスポートを取
得するためのお金もありませんでした。そこ
で、私達は彼らのもとを訪れ支援する決心し
ました。彼らは基本的な必要の他にも、慰め
や導きを必要としていました。彼らの支援を
しながら、イザヤ書４０章１節を思い起こし
ました。　「慰めよ。慰めよ。わたしの民を。」
とあなたがたの神は仰せられる。ディオネと
私は自分たちの娘を失ったことを嘆いていま
した。私達自身が慰めを必要としていました
が、同時にこのユダヤ人の家族はアリヤーす
るための支援を求めて叫んでいたのです。

私達は、このことが、神様が私達がユダヤ人
のためのこの働きを続けてほしいと願って
おられるということのしるしとして理解しまし
た。私達自身の傷ついた心から力を引き出
し、その困窮した家族の支援をしました。そ
の家族のうちの一人はすでにイスラエルへ
帰還しました。そして残りの二人も、すぐ後に
続いて帰還する準備をしているところです。

ラウル・ルイル
RAUL ROUILLE

アルゼンチン
コーディネーター

カルロス・サントス
CARLOS SANTOS

ブラジルコーディネーター

写真：
カリーナと子供達がアリ
ヤーの準備をしている

ブラジル
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カナダは、離散したユダヤ人人口比では世界４
位です。１５年前より出エジプト作戦の働きを
しています。カナダからのアリヤーとウクライナ
のエベネゼル支援が、カナダエベネゼルの優先
的な働きです。

トロント出身の正統派ユダヤ人の夫婦のダニエ
ルとシムションは、２０１６年の春にアリヤーし
ました。そしてそれに続いて、彼らの友人の多くの
ユダヤ人達もアリヤーする計画をし始めました。「
何かが起こっています。何か状況が変化している
ようです。」とダニエルは言っていました。

私達は、昨年の春と夏から急に働きが活発になっ
てきました。その一方で、フランス系のユダヤ人の
中には、カナダのフランス語圏であるケベックへ
移住する人がいます。私達は、主が「偽りのアリヤ
ー」を閉ざしてくださり、ご自身の民をシオンへと
導いてくださるように祈っています。

２０１６年のアリヤーの働きで、たくさんのユダ
ヤ人の家族が帰還しました。その中には、ヤロム
とハダスとその５人の娘たちーペニンナ、ダフナ、
アジェレト、リアト、モリアがいます。イスラエルか
ら、ハダスはこのように言っていました。「私達は
今までにないほど、自分たちが正しい決断をした
ことを確信しています。ここが私達の故郷であり、
相続地なのです。」

何かが起こっています

イスラエルへの心
ミンダナオは、フィリピンの最南端の主要な
島であり、２番目に大きな島です。その２０
００万人の人口は、山々の地域に広がって
おり、この肥沃で広大な谷は、質の高い果物
や野菜でよく知られています。

アイジェロン牧師とその家族は、ミンダナオの
南東海岸にあるダバオ市に住んでいます。彼
らは近隣の地区に宣教に出て行き、イスラエ
ルやアリヤーについて教えをしています。彼ら
の最近の「１２２：６作戦」の焦点は、家族に
対するもので、子供たちにエルサレムの平和
のために祈るように教えることもしています。

（詩編１２２：６）

その１０００キロ北部にあるルソン島という
フィリピン最大の島では、ゲーリー牧師がロ
スバノスにある自分の教会で、アリヤーのた
めの忠実な祈りを導いています。彼の指導の
下、祈りのチームは毎月集まり、エベネゼルの
地域支部から送られてくる祈りの課題に従っ
て祈りをささげています。

しばしば私達はその祈り会の後で、ゲーリー
牧師からうれしい報告を受け取ります。アリヤ
ーの働きのためにとりなしをする忠実な祈り
のパートナーを建て上げていることを、主に
感謝します。

ディビッド・カミングス
DAVID CUMMINGS
カナダディレクター

ピート・スタッケン
PETE STUCKEN
アジア大西洋地区

写真：
ヤロム、ハダスとその5人の
娘たちは、約束の地へ帰還
することを喜んでいます。

写真：
アイジェロン牧師と子供たち
　「１２２：６作戦ミッショ
ン」にて

フィリピン
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イスラエル

占領地におけるイスラエルの入植活動の停止を求める国連安保
理決議に対してなされた、エベネゼル出エジプト作戦宣言文

２０１６年１２月２３日金曜日の午後、ハヌ
カとクリスマスのちょうど始まろうとしていた
ころ、国連安全保障理事会は決議文２３３４
を賛成１４票、棄権１票（拒否権行使なし）で
可決しました。国際エベネゼル理事会は、こ
れに対して沈黙を守ることは正しくないと感
じました。（ヤコブ4：17）そこで、私達は次のよ
うな宣言文を書きました。

私達、エベネゼル出エジプト作戦の国際理事
会は、世界５０か国以上にいるエベネゼルの
奉仕者とボランティアとともに、２０１６年
１２月２３日に可決された国連安全保障理
事会決議文２３３４を受け入れません。この
決議は、東エルサレムを含むサマリやとユダ
ヤの入植活動には「法的有効性を持たず、目
に余る国際法侵害である」と主張しており、そ
れは偽りであるのです。この決議はまた、ユネ
スコや国連総会によって採用された、歴史的
にユダヤ人がエルサレムやイスラエルの中
心地域と関係があるということを否定する決
議に沿ったものです。このようなことをする中
で、国連とその関連機関と大多数の国々が、
彼らの不公平で邪悪な扱いを、法に基づく自
由で民主主義の国であるイスラエルに対し
て、継続しているのです。

ユダヤ人の国家的故郷であるイスラエルに
対する歴史的権利は、１９２０年４月に行わ
れたサンレモ協定と、１９２２年７月に国際
連盟によって満場一致で承認され、主要同盟
国によって署名された委任統治領パレスチナ
において認められたものです。このことによ
り、国際協定が法的にすべての国において、
法的拘束力があるものとなり、国際連盟規約
となりました。（第22条）これらの権利は、国連
憲章の第８０条において法的に守られてい
ます。

私達は、生ける唯一の神、天と地を創造され
た神が、アブラハム、イサク、ヤコブの神であ
り、イスラエルの神であり、メシヤ（イエスキリ
スト）なるイェシュアの父なる神であることを
信じています。神はユダヤ人を選び、彼らにす
べての民の中に特別な場所を与えました。そ

して神は彼らを愛しました。（申命記７：６－
８）神のユダヤ人との契約を通して、神は彼ら
に、エルサレム全てと、ユダヤとサマリアを含
めたイスラエルの地を、彼らの約束の地とし
てお与えになりました。これらの契約は、他の
全ての約束とともに、メシヤなるイェシュアの
死と復活により確かなものとされました。（ロ
ーマ書１５：８）

私達は、聖書が永遠の神のみことばであるこ
とを信じています。聖書は、神によって霊感
を与えられたものであり、絶対に正しいもの
であり、信仰と行いの全てにおいて十分なも
のです。（ＩＩテモテ3：16－17、ＩＩペテロ1

：20－21）

それゆえ、私達は、ユダヤ人が、エルサレム全
域、ユダヤとサマリアを含むイスラエルに帰
還し住む権利があることを、聖書に基づいて
認めます。

私達の宣言文
１． 神がイスラエルを愛し、ご自身の誠
実な永遠の愛を持ってユダヤ人を愛していま
す。（エレミヤ31：3－9）

２． 創世記12章３節にあるように、神の
アブラハムとその子孫との契約が意味するこ
とは、イスラエルを祝福する民と国々は神に
よって祝福されうということであり、イスラエ
ルを呪う人々と国々は、神によって呪われると
いうことです。神はゼカリア12章１－９節に
おいて、エルサレムに逆らう国に対して厳し
い警告を与えています。

３． 神はイスラエルと永遠の契約を結ば
れ、イスラエルの地をユダヤ人に永遠の故郷
である相続地としてお与えになりました。神
は忠実なお方であり、ご自身の約束を永遠の
守られるお方です。

（創世記17：7－9、詩篇105：8－11）
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占領地におけるイスラエルの入植活動の停止を求める国連安保
理決議に対してなされた、エベネゼル出エジプト作戦宣言文

４． アリヤーというのは、ユダヤ人が昔
からの故郷の地であるイスラエルに帰還する
ことを意味しますが、このアリヤーとイスラエ
ル国の再建は、聖書にある預言が神によって
成就されたことを表すものです。それゆえ、神
ご自身がユダヤ人に、エルサレム全域、サマ
リアとユダヤを含むイスラエルに住み繁栄す
ることを約束しておられるのです。（エゼキエ
ル３６、37章、イザヤ11：11－12）

５． 完全で統一されたエルサレムは、永
遠にイスラエルの首都であります。神はヨエ
ル書3：1－2と16－21において、エルサレム
やイスラエルを分裂しよう、またユダヤ人を
その正当な場所から散らそうとする人々や国
に対しては、厳しく警告を与えておられます。

６． 神は全ての国々と政府に、イスラエ
ルの存在する権利を認めるように呼び掛け
ておられます。（ゼカリヤ2：8）

７． 私達は、イスラエルを支持します。
また、イスラエルが平和のうちに存在する権
利、繁栄する権利、また敵の脅威から自国の
民を防衛する権利を持つことを支持します。
　
それゆえ私達は、地上の全ての国々とその政
府が、神がイスラエルに与えた地に住むとい
う正当な権利があり、またエルサレムが永遠
にイスラエルの完全で統一された首都であ
るという、エルサレムに対する権利があるこ
とを支持してくださるようお願いします。

イスラエルの神、主は、忠実なお方であり、神
はご自身の民を守られるお方です。しかしな
がら、私達は、この偽りの不当な国連安全保
障理事会の決議文２３３４に対して沈黙し
ていることはできません。歴史が語っている
のは、最も一般的な怠惰による罪は、ある人
やグループや国が、差別や圧迫や迫害を受け
る時に沈黙する罪であります。それゆえ、私達
はイスラエルと共に立ち、彼らがユダヤ人の
将来を定め、また自国を防衛し、安全な境界
線の内に住むことができる権利があることを
支持します。

私達は、イスラエルを支持します。

国際エベネゼル緊急基金理事会委員一同

どうか私達と共にお祈りください：

イスラエルの岩なる神、主よ、あなたが
永遠の目的を持って、ユダヤ人を選んで
くださったことを感謝します。私達はエル
サレムの平和のためにお祈りします。ま
たあなたの民が国々から、あなたが彼ら
にお与えになった全ての地に帰還するこ
とができますようにお祈りします。
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「 それゆえ言え。『神である主はこう仰せら
れる。わたしはあなたがたを、国々の民のう
ちから集め、あなたがたが散らされていた
国々からあなたがたを連れ戻し、イスラエ
ルの地をあなたがたに与える。』」　エゼキ
エル11：17

ウクライナからの若い移住者のリウボフは、
昨年１０月の初め、ロシュ・ハシャナ（ユダ
ヤの新年のお祝い）の前夜に、私達に支援
を求めてきました。彼女の説明によると、吸
収省からの政府からの支援金の支払いが、
祝日の休暇のため遅れてしまい、彼女が食
料を買うお金もない状態になったというこ
とでした。

リウコフは、支部を訪れた時には、落ち込んで
いる様子でした。彼女は昨年の７月に学習プ
ログラムでイスラエルに来て、ヘブライ語の
集中コースを受けたり、イスラエルとユダヤ

教の歴史について学びました。そして、プ
ログラムが終了した後で、彼女はアリヤ
ーすることを決心したそうです。

その後、エルサレムのアパートでルーム
メート達とともに生活しながら仕事を探
しました。ウクライナでの生活は非常に
厳しかったため、そこでは希望も将来も
見いだせなかったので、両親を離れるこ
ととわかってはいたのですが、イスラエ
ルへ帰還しようと決めたのでした。彼女
の両親はアリヤーする計画はありません
でした。でも、彼女は彼らを恋しがってい
ます。それで、私達にも、彼らが思いを変
えて帰還することができるように祈って
くださいと言っていました。

リウボフの話を聞いてから、私達は、彼
女に食料品と毛布を提供することがで
きました。また、彼女は、ロシュ・ハシャナ
の直前に私達のところを訪れたので、こ
の休暇に伝統的に、必ずりんごと一緒に
食べるはちみつをプレゼントしました。
私達の支援物資を受け取って、彼女はと
ても感謝していました。そして、帰る時に
は、顔にほほえみを浮かべ、
とてもうれしそうにしていました。

その１か月後にリウコフに電話した時、
彼女はエイラットで職を見つけたので、
そこに引っ越しをしたと言っていました。
私達は、彼女が困難を体験していた時
に、励ましを与える機会が与えられたこ
とを主に感謝しました。約束の地に帰還
した神の民に、愛と慰めを示す働きをさ
せていただいていることゆえに、主に全
ての栄光をおささげいたします！

リウボフを励ます 

ナタリア
ＮＡＴＡＬＩＡ
エルサレム支部

写真：
左側のナタリアは今ではさら
に喜ぶものとされています。

イスラエル

〒062-8691 豊平郵便局私書箱37号
Tel&Fax: 011-813-3558（岡田）
offi  ce@ebenezerjapan.org
http://ebenezerjapan.org/
郵便振替（名称）エベネゼル緊急基金
(番号）02710-0-55842

Operation Exodus USA
PO Box 568 Lancaster 
NY 14086

Ebenezer Operation Exodus
International & UK Offi   ce
PO Box 9103, Bournemouth
BH1 9DA, UK
+44 (0) 1202 294455
enquiries@ebenezer-ef.org
www.operation-exodus.org

Phone: 716 681 6300
info@ebenezerusa.org
www.ebenezerusa.org 

Operation Exodus
A ministry of Ebenezer Emergency Fund International

Operation Exodus （出エジプト作戦）はエベネゼル緊急基金

の実際的な働きの名称です。すべての国々からユダヤ人がイ

スラエルの地に帰還するように支援しています。彼らが約束

の地に帰還するという神の計画と目的を宣言するべく1991

年に３人の人から始まりました。

イギリス本部、アメリカ、スイス、ドイツを中心に国際的活動

を展開し、さらにイスラエルを含めた２５カ国に各国代表者

と各国支部を配置しています。そして、旧ソ連諸国には実際

的な働きのために、数多くの活動の拠点を設置しています。

日本支部もその働きの一部です。

エベネゼル緊急基金日本支部


